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波 高 峰 の 周　期 ＊平均水面を横切る周期
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平　　均 10．8c皿 8．9cm 12．8cm?? ！6．9cm
垢 23．5 20．8 31．4 38，0
｝｛O 40．9 37．8 51．3 56．0
最　　大 97．0 94．3 73．O 79．0
峰の周期
水位標、容量型波高計　　　　， バイブロトロン波高計　　■
平 均 1．6sec 1．5sec 3，7sec 5．3sec
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波 高 峰　の 周　期 平均水面を償切る周期
容量型波高計 窪中繁波詳「容量型波高計i姦中繁波奇 容量型波高計 水中超音波式波高　計
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図17　クロスコレログラム
m－／secを用い，この波が水中超音波式波高計の上を通過後，その波高計より水平方向に8m隔
たった所にある容量型波高計に到達する時間を求めると，ちょうど1・4秒になる・したがって
上述の時間遅れは波高計の位置によって生じたものと考えられる．
9．　むすび
　容量型波高計についての問題点および今後の課題について述べる。受感部については強度の
向上と付着物による障害発生の防止が問題である．長いバイプを海中に立てるのであるから，
どうしても途中数か所を固定しなければ強度が保てない。塔では90cmの間隔でUボノレトを使
用して固定している．（図6）　固定箇所をふやすと，受感部固定箇所付近を水面が上下する
時受感部の電気容量Cの変化が不連続になり，記録が階段状になる．対策としては製作費の安
い受感部を使用して固定箇所を少なくし損害をうけても直ちに取り替えられるようにするか，
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接着剤で裏側だけを固定する方法が考えられる．絶縁物の強度については塩化ビニーノレ樹脂は
表面が傷つきピンホーノレができて絶縁不良になりやすい。一方エポキシ樹脂は非常にかたく少
々物がぶつかってもこわれないが，曲げに弱く塔の受感部は台風の時，波により曲げられて，
きれつが生じたことがあった．付着物については，絶縁体の表面に防虫塗料（商品名ビニリア
AF）を塗布して，カラス貝，フジツボ，藻類の付着を完全に防いでいる．この塗料はエポキ
シ樹脂には付着しにくいから樹脂の表面を紙やすりで一度こすってから塗る．なお，この塗料
により受感部の特性が変化することはない．変換器本体については問題はほとんどない．v。
の電圧を精度よく一定に保つこと，発振周波数を安定にすることに注意を払う必要があるだけ
である。われわれの場合，観測室内は18℃～24oCに保たれており温度変化による変動はない．
観測にあたり，受感部と本体を遠くに離して置く場合には中継ケーブノレの線間容量が受感部
容量と並列に入り，波高対出力の直線性が悪くなる．観測塔では，20mの同軸ケーブル（3c
2V）を使用しているがこの長さが限界である。以上のべたように容量型波高計は海面に受感
部を設置しなければならない欠点はあるが，波高に対して出力電圧の直線性が良く，しかも応
答が速いから，表面波高を観測するのにたいへん有力な測器であると思われる．なお，上述の
波浪解析は，国立防災科学技術センター第3研究部の標準プログラムによった．容量型波高計
の製作は東京都三鷹市の電子工業株式会杜である．実験に際してご指導いただきました，気象
研究所海洋研究部菱目ヨ部長，港湾技術研究所観測調査課高橋課長，東京大学海洋研究所竹閏講
師，解析についてご指導いただきました，国立防災科学技術センター第3研究部菅原部長，
同センター平塚支所沿岸防災第1研究室岩閏室長，原稿に目を通してくださいました，海洋研
究所寺本助教授に感謝いたします．
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